
 

  

 

 

 

にこにこ組からいきいき組まで全員参加で行われた「まるごとまつり」は如何でしたか？ 時

代とともに保育園に求められることは変化していますが、どんどん新しいことを言われているよ

うですが、実は２３年前に考えられた「自分が好きなことを見つけて、人と関わりながら、表現

する」というくらき永田保育園の基本方針に近づいているようにも感じています。大きな行事だ

けでなく、「自分の好き」に対して行動し表現する機会を日々の生活でも大切にしていきたいと思

います。 

さて、今年も残すところ 2か月となりました。最近では日が暮れるのが早くなり、急激に寒さ

が増してきています。園庭での焚火などがたのしい季節の到来です。最近は新型コロナウイルス

の感染ニュースもテレビを賑わすことが少なくなり、マスクを取る、取らないの議論もすっかり

無くなっていますが、どんな状況であっても保育園では「手洗い・うがいの解除」はありませ

ん。衛生環境を調えながらも寒さに負けず自然遊びを楽しんでいきたいと思います。 

 

いきいき組大活躍 

 

 南区内の保育園での一大イベントといえば区内の年長児が一堂に集まる「みなっち杯えきで

ん」です。今年度は、清水ヶ丘公園に７園が集まり交流を行います。まだまだ制限も多く、以前

のように親子で大集合するような行事ではありませんが、子どもたちにとっては小学校に入る前

の大切な交流の場となりま 

す。また、１４日には川崎球場で Tボール大会が行われます。ホンモノの広い球場で思い切り、打

って走って楽しみたいと思います。いきいき組は小学校に向けて交流行事に大活躍です。 

 

１１月５日は収穫祭です 

 

 すくすく組、のびのび組の子どもたちがスズキさんの畑で掘ってくれたたくさんのお芋で焼き芋

大会です。今の時代、園庭で焚火という体験ができるだけでも地域の皆さんに感謝しかありません。

焼き芋の風景、匂い、そして、焼きあがったアツアツのお芋を食す楽しさは子どもたちの原体験と

して一生残っていくのだと思います。 

また、もはや年末の園庭の風物詩にもなってきた「園庭でぼ～っと火を燃やす」イベント“ぼ～

燃会”を１２月２２日（冬至）１６時半～１８時半の２時間、園庭で行います。お迎え後の短い時

間ですが焚き火をしながら薪がはぜる音を聞き、のんびりとしたひと時を過ごし一年の疲れを癒し

たいと思います。今年も「おやつ以上、夕食未満」の食材持ち込み大歓迎です。また、キャンプ道

具を使う機会を欲している保護者の方大募集です。焚火台や秘蔵のグッツを持ち込み場を盛り上げ

ていただけること期待しています。 

 

 

 

 

くらき永田保育園便り



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各クラスの『絵本 TIME』をお伝えします！ 

にこにこ 

よちよち 

にこにこ組では戸外や園内散歩から戻った時や夕方の時間に絵本を読んでいます。 

戸外や園内散歩から戻った時は保育士と１対１で絵本を読んでいます。 

月ごとに変えている三冊の中からこどもが好きな本を選んでいます。保育士と「〇〇ちゃんの好

きなバナナだね」「次は何が出てくるかな」などとコミュニケーションを取りながら絵本の世界を

一緒に楽しんでいます。 

夕方の時間では保育士と数名のこどもとで絵本を読むことが多いので、どんな絵本が今のにこ

にこ組のこどもたちにいいのかと考えながら絵本を選んでいます。保育士が絵本を読み始めると

近くに集まり真剣に見つめたり、指差しをしながらそれぞれの楽しみ方で絵本の世界に入り込ん

でいます。 

絵本が大好きなこどもたちは読み終わると「もう一回！」と言うように指を指したり他の絵本を

持ってきたりとリクエストをしてくれます。特に「くだものどうぞ」という仕掛け絵本はみんな大

好きで果物の皮をめくる仕掛けを楽しんだり、絵本から果物を取るようにして口に運ぶ姿も見ら

れます。 

これからもにこにこ組のこどもたちと絵本の世界を楽しんでいきたいと思います。 

 

よちよち組では、毎日戸外から帰ってきた後や夕方の合同になる前の時間に絵本を読んでいるこ

とが多いです。最近は『ワニワニのおふろ』などの面白いフレーズが出てくる絵本や『すりすり

ももんちゃん』などの同じ場面が繰り返されてストーリーが進んでいく絵本です。ページをめく

るたびに、「きんぎょ！」「わんわん」と嬉しそうに指をさしたり、登場する動物の真似をして友

だち同士で笑いあったりと一緒に見たり、絵本を読んでいる途中には、「えーんえーんしてるね」

「おんなじだね」と言葉で伝えながら絵本の世界を楽しんでいます。お気に入りの絵本がある子

は「もういっかい！」や「これがいい」などとリクエストする姿も見られますよ。 

また、繰り返される絵本の内容を覚えている子が多く、遊びの中で積み木を横に長く並べて電車

に見立てて「がたんごとん がたんごとん」と呟きながら動かしたり、こども同士で一人が足を

広げてトンネルを作り、その間を通り抜けて楽しんだりと遊びを広げています。このように子ど

もたちにとって絵本の時間を楽しみにしている子が多く、保育士が絵本を取り出すと嬉しそうに

周りに集まっています。絵本を通して子どもたちの新しい発見や、想像が広がると嬉しいです。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

異年齢 

すくすく 

すくすく組では年度初めから、ホールで遊んで部屋に戻る際や夕方の合同保育の前に集

まって絵本を読んでいますが、その他に園内散歩で玄関前の図書コーナーへ行くのも大好

きで、各々好きな本を見つけては、自分で見たり保育士に「読んで」と持ってきたりして、

一人またはお友だちと一緒に絵本の世界を楽しんでいます。そして、図書コーナーでお気

に入りの絵本を見つけると、保育室へ持って行きたがるこどもたち。最初のうちは、時間を

決めて絵本を楽しめるようにしていましたが、徐々に絵本を大事に扱えるようになってき

たので、８月からは保育室に本棚を常設し、いつでも手に取って楽しめるようにしました。

すくすく組のこどもたちは、同じ絵本を繰り返し楽しむ子が多く、絵本が大好きなМちゃ

んは、絵本のページをめくってはすらすら音読できるほどに読み込んでいて、お友だちか

ら「Мちゃんじょうずだね！」と言われています。また、２歳児は「これはなに？」「何で

○○なの？」とあらゆる物に興味があるので、物語の他に乗り物や生き物の図鑑も人気で

す。本棚の絵本はタイミングを見て入れ替えるのですが、新しい本にすぐに気付いて興味

を持ってくれるので、次はどんな本を用意しよう？こどもたちの反応はどうかな？とわく

わくしながら絵本を選んでいます。こどもたちの「せんせい、これよんで」 

にはなるべく応えて、絵本という心の栄養で満たしてあげたいと思います。 

 

 

異年齢クラスは室内に絵本が常設してあるため、好きな時間に１人や友だちと一緒に絵本

を見たり読んでいる姿が見られます。友だちが見ていると「一緒に見よう～」と仲間に入るこ

どもも。また、朝や帰りの集まりの時間に保育士が絵本を読んでいます。「これ読んで～」と

読んでもらいたい絵本をそっと椅子の上に置くなど、こどもたちからもオススメの絵本をリ

クエストしてくれる程、みんな絵本が大好きです。 

また、物語メニューが出る当日は、物語の絵本を読んでいます。 

１０月は「お月さまってどんなあじ？」でした。保育士がおやつの出ることを伝えてから読み

はじめると、目をキラキラさせながら、「どんなクッキーなんだろ？」「はやくたべたいな」な

どと言いながら、おやつの時間を楽しみにしながら見ています。 

絵本の１ページが実物に再現されることが食育にも繋がっていることを感じています。 

 今後も絵本のストーリーを遊びや食育に展開させていきたいと思います。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

異年齢 

給食室 

遊言育係より 

先日、すくすく組さんとのびのび組さんがお芋ほりに行ってきました。 

そのお芋を使って、今月５日に収穫祭が行われます！ 

園庭では、焚火で焼き芋を作り、給食室ではさつまいもご飯、さつまいも入りの豚汁

を作ります。まさにさつまいも尽くしの一日です！ 

さつまいもご飯は、こどもが自分たちで握り、おにぎりにして食べます。 

自分たちで掘ってきたおいも、自分たちで作って食べるご飯は、いつも以上に、美味

しくたくさん食べられることと思います。 

このような活動を通して、食への興味や食べる楽しみ、日々の食事に対する感謝など、

様々な気持ちが育まれていくと良いなぁと思います。 

実際に、毎年のことですが、自らが関わって作ったものは、苦手なものであっても食

べている姿が多く、とても大切な経験だなと感じます。 

今年の収穫祭も、笑顔でたくさん食べるこどもたちの姿が今から楽しみです！ 

気持ちの良いお天気になりますように…！ 

 

。 

 

 

遊言育係からです。今回は、毎月行われている久保先生のわらべうたについてお話したいと思い

ます。 

乳児クラスでは主に大人と１対１で遊べるもの、異年齢クラスではみんなで行えるものを中心

に、季節や発達に合わせたわらべうたを教えてくださいます。毎月必ず行っているのが『ととけ

っこー』と『ちゅっちゅこっこ』、『さよならあんころもち』です。この中でも特に『ちゅっちゅ

こっこ』は子どもたちに大人気で日頃からたくさん遊んでいるので、緊張気味の子でもオーガン

ジーを振って楽しんでいる様子も見られます。また、久保先生が一人ひとりの名前を言いながら

接してくださるので子どもたちも安心して参加できるのだと思います。 

久保先生に教えていただいたわらべうたはもちろん、保育園では日頃から様々なわらべうたに触

れながら遊んでいます。各クラスでブームとなっているわらべうたは子どもたちが口ずさんでい

ることもあるので、「何の歌かな？」と思ったらぜひ担任に聞いてみてください！ 

これからもわらべうたを通して心地良さを感じたり、友だちや保育士と一緒に行う楽しさを味わ

っていきたいと思います。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日 まるごとまつり 

３日 文化の日 

８日 布団乾燥 

２０日 久保先生のわらべうた 

２３日 勤労感謝の日 

２４日 勤労感謝の日 振替休日 

２５日 クーベルチップマルシェ 

２６日 歯科健診 

 

６日 親子で TOY活 

１３日 布団乾燥 

１８日 久保先生のわらべうた 

２２日 ぼ～燃会 

２３日 クリスマス演奏会 

２５日 クリスマス 

２９日 年末年始（４日までお休みです） 

 


